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 【 学習到達目標 】  

 

・生活の自立に必要な内容について理解しているとともに、それにかかわる技能を身につけ 

ている。 

・身につけた知識や技能を生かしながら、日常生活の課題を見つけ、課題を解決する力を 

身につける。 

・日常生活に関心を持ち、学んだことを主体的に実践できる。  

 

 

 【 学習方法やポイント 】     

 

 

 

 

 

 

・日頃から生活に関わることに興味・関心を持とう。 

・授業中に知識や技能を積極的に身につけよう。 

・身につけた知識や技能を日常生活のさまざまな場面で実践してみよう 

 

【 年間学習計画表 】 

 

学

期 

単元・題材名 主な学習内容 学習のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

学 

期 

 

 

 

 

幼児の生活と家族 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幼児のころの振り返り 

 

 

 

 

 

・幼児の体の発達 

 

・幼児の心の発達 

 

・生活習慣の獲得 

 

 

 

・幼児の生活 

・幼児の食事 

 

・幼児の遊び 

 

 

 

 

・幼児を取り巻く環境 

 

・幼児が育つ環境 

 

・自分の幼いころのことを思い出しな 

がら幼児に関心を持つ。 

 

・心身の発達に応じてライフステージ 

があることがわかる。 

 

・体の発達の特徴がわかる。 

 

・心の発達の特徴がわかる。 

 

・生活習慣の種類がわかる。 

・幼児の発達に周囲の人がどのように 

かかわればよいか考える。 

 

・1日の生活時間の特徴を知る。 

・幼児の食事の特徴がわかる。 

・おやつの調理ができる 

・遊びの重要さや内容について知る。 

・遊びを通して幼児とのかかわりに 

 ついて考える。 

・牛乳パックを使ったおもちゃを製作で

きる。 

・子育ての現状や、施設、法律につい 

て知る。 

・子どもが育ちやすい環境について 

 考える。 



 

３ 

学 

期 

 

私たちの消費生活 ・購入方法や支払い方法 

 

 

・消費者トラブルとその対

 策 

・契約のしくみがわかる。 

・商品の購入方法や支払い方法がわか 

る。 

・トラブルの例を知り、その解決方法が

わかる。 

・安全な通信販売の広告を作ることがで

きる。 

 

 

 【評価について】 

【知識・技能】 

各単元において、基本的な知識を身につけているか、作品の制作や実習を通して基本的な技

能が身についているかを定期テスト、作品、実習で評価します。 

 

【思考・判断・表現】 

習得した知識や技術を積極的に活用し、日々の生活を工夫したり創造したりする能力を定期

テスト、作品、実習、レポートやプリントなどで評価します。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

授業への取り組み方、授業プリント、「知識・技能」、「思考・判断・表現」の評価項目で

総合的に評価します。 

 

      


